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地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

校

長

一向

田

耕

治

残
暑
厳
し
い
折
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

朝
夕
に
は
小
さ

い
秋
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様

か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
頂
き
、

今
年
度
も
第
七
号

・
琴
高

通
信
を
発
行
し
、

お
手
元
ま
で
お
届
け
で
き
ま
す
こ
と
を

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

本
校
は
、

校
訓
の

「誠
意

・
熱
意

・
創
意
」
の
も
と
、

社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
人
間
の
育
成
を
目
指
し
、

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
、

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

生
徒

一
人
ひ
と
り
の
進
路
希
マ
に
対
応
す
る
た
め
二
年

次
で
は
情
報
実
務
、

人
文
社
会
、

自
然
科
学
、

文
理
総
合

の
四
つ
の
コ
ー
ス
を
、

三
年
次
に
は
健
康
福
祉
コ
ー
ス
を

加
え
た
五
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
教
育
課
程
と
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、

社
会
人
講
師
を
活
用
し
て
、

家
庭
科
の

授
業
や
運
動
部

・
文
化
部
に
お
い
て
、

専
門
的
な
知
識
や

技
能
の
伸
長
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

部
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
て
、

積
極
的
に
地
域
と
の
連
携

を
図
っ
た
り
、

地
震
で
被
害
に
あ

っ
た
神
戸
　
　
　
！

感
じ
ら
れ
ま
す
。

よ
り
よ
い
琴
高
通
信
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、

ご
意
見
や
ご
感
想
を
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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山

火

事

を

未

然

に

防

ぐ

ヽ
サ
ッ
カ
ー
部
が
感
謝
状
を
畑
取
さ
れ
ま
し
た
ヽ

５
月
１
日
吐
午
後
１
時
過
ぎ
、

練
習
試
合
中
の
サ
ッ
カ
ー
部
真
２

名
が
、

「い
こ
い
の
郷
公
園
」
東

側
斜
面
の
竹
藪
で
１
メ
ー
ト
ル
位

の
炎
が
上
が
っ
て
い
る
の
を
見
つ

け
ま
し
た
。
２
人
は
、

火
を
踏
み

つ
ぶ
す
こ
と
が
で
き
ず
、

急
い
で

仲
間
を
呼
び
に
行
き
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
員
全
員
で
、

練
習
で
使
う
円
錐
形
の
カ
ラ

ー
コ
ー
ン
に
水
を
入
れ
、

約
１
０
０

ｍ
の
距
離
を
、

バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
の
要
領
で
連
ん
だ
り
、

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
消
火

器
を
利
用
し
た
り
し
て
、

山
林
を
１０
正
焼
い
た
程
度
で
消

し
止
め
ま
し
た
。

５
月
瑚
日
は
、

琴
平
町
役
場
に
お
い
て
、

琴
平
町
お
よ
び
仲
多
度
南
部
消
防
組
合
よ

り

「感
謝
状
」
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

琴

平
町
長
か
ら

「尾
根
伝
い
に
、

南
部
の
―――

林

へ
延
焼
し
て
い
れ
ば
大
火
に
な
る
と
こ

ろ
だ

っ
た
。

大
き
な
損
失
を
未
然
に
防
い

で
く
れ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
員
か
ら
は
、

　
霊
自
段

の
練
習
で
も
、

心
が

一
つ
に
な
ら
な

い
と
バ
ス
は
つ
な
が
ら
な
い
。

消
火

活
動
で

一
致
岡
結
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
」

「こ

の
テ
ー
ム
ヮ
ー
ク
を
試
合
で
も
活
か

し
て
い
き
た
い
」
と
の
感
想
や
決
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
ん
ぴ
ら
船
々
」
を
神
戸
で

と
ら
す
と
Ｋ
が
、

８
月
９
日
い
　
郷
土
芸
能
同
好
会
、

吹
奏
楽
部
、

写
真
部
と
共
に
神
戸
を
訪
れ
、

文
通
相
手
の

高
齢
者
の
方
々
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「こ
ん
び
ら
船

々
」
の
踊
り
を
見
て
い
た
だ
い
た
り
、

童
謡
を

一
緒
に
歌

っ
た
り
し
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

交

流
タ
イ
ム
に
は

「
一
日
お
孫
券
」
を
持

っ
た
生
徒
た
ち
が

高
齢
者
の
方
と
ペ
ア
に
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
話
題
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

ｍ
日
側
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
高
齢
者

の
お
宅
を
訪
問

し
、

お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

手
軽
な
「に
ん
に
く
料
理
」
を
提
案

３
年
化

「生
活
科
学
」
選
択
者
が
、

琴
平
町
特
産
の
に
ん
に
く
を
使
用
し

た

「醤
油
」

「み
そ
」

「ご
ま
ふ
り

か
け
」
等
を
使

っ
て
、

に
ん
に
く
の

風
味
を
手
軽
に
楽
し
め
る
料
理
の
研

究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「に
ん
に
く
ご
ま
団
子
ア
イ
ス
」

「に
ん
に
く
テ
ャ
ー
ハ
ン
」
な
ど
Ｈ
種
類
の
料
理
を
レ
シ

ピ
カ
ー
ド
に
し
、

「琴
高
生
が
考
え
た
　
お
す
す
め
！
ガ

ー
リ
ッ
ク
レ
シ
ピ
」
と
し
て
ま
と
め
、
７
月
２０
目
的
、

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
琴
平
店
に
３０
セ
ッ
ト
贈
呈
し
ま

し
た
。

今
後
は
、

ガ

ー
リ
ッ
ク
オ
イ

ル
を
使
用
し
た

料
理
に
も
取
り

組
み
、

琴
高
の

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

で
も
発
信
し
て

い
く
予
定
で
す
。
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4月 29日 (木) 3月 14国 (国)

金刃比羅目踊暉奉紬 夫 竹春季夕雫―一}任環Jへ齢蓉亜 「誓平鞭社会'編載大会彗で蔀曇
2月 ]3国(土)

郷土芸能同好会が 金 刀比羅日本宮前にて

踊りを連して地域の方との交流を深められる

ようにとの思いを込めて  「こんぴら悩々J

等の踊りを奉納しましたc

生徒会役員か  「春季クリーン作戦Jに 参

加して き 段 琴 高生が通字路としてlj用し

ている道を清掃しました。自分ができること

で社会に貢高|できることがあることに気づき

ました。

とらすとKが ,事平町社会福祉大会Jに 参

]口にソロ頃の生活の中で互いに交流し 信 煩関

係を深めながら、「人と人とのつながりJを 育
てていく大切さを伝えました。

手アン大会』へ翁参all
2月 28日 (国)

播 書  奈 軍fそ■!ザ期票 iFギ`1春!E 礎 康マ

琴平町立南幼fftE国の園帰と 「電車で00X

3Jを 楽しんだ0 萌 技を見学したりして交

流を深めました.

糠 蕎 葉 習
5月 26日 (水)6月 2日 (水)

,     1

2年 牛 「発達と保古J選 択吉]8名が 喜

平町立南幼椎園で保育冥習を行いました。も、

れあい広場で綱ヨきをしたり 致 室や園庭で
T「気に遊んだりして 交 流を深めました。

とらすとKが 山 下農場で開かれた 「llん

げ畑祭Jに 参加しました。身jな 人に手紙を

書いてもらったり、「防災度チェックJを行 つ

たりして 災 害に備えて地域の方々の信頼関

係を広するきっかけづくりにも取組みました。

運動部員約78名が  「lle康マラソン大会J
に参1日しました。走りきった満足感と地域の
一員としてマラソン大会を楽しめた充実感に

漫ることができました。

遺漏奉織慈動そ彊筆運重選〕 iJ二二T世ッ掬一大会Jでのボランティア
4月 28国 (水) 3月 13口(土)

金刀比羅宮に参拝した後 金 丸座周辺の清

掃を行いました。階段や消の落ち葉を拾tl集

めた0 車 を抜いたり 時 間を忘れて清掃活

動に取り組み 琴 平の町を大切にする心を指

しヽました。

サッカー部長が  「いこいの郷公園ジュニ

アサッカー大会Jで ボランティアを務めまし

た。審判 補 助員を務めたり、グラウンドに

たまつた水を掃き出したりしました。年齢の

枠を超えてサッカーを愛する者同士の関係が

梁けました。

5月 ]0国 (月) 4月 25日 (国)
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3月 20国 (土)

玉 ン

6月 9国 (水)

3年 生の進学希望者は 各 教室で 大 学
短大 専 可学校の説明をきき 具 体的な

イメージをつわ`もことができました。所乳
吊宰吉は 就 職「高話をきさました.

3生 生がパスア台に分かれて進路甲,に
でわ`けよに,た.進 学希寧者は 自 分かi垂ん
に大学 短 大事で模祈続表を受 )El職 希
ピ者は 県 内企業 2社 を見字しました.に

階決定に向けてちえるよい社会となりました.

企業経営者や青年会議所のlP亭の方など
から 仕 事の内容や社会人に求められるこ

とを具体的に話していただき こ れから1可
を身につ サていかなけれはならないかを考
デることができました.

3年 生の保護者の方に 進 学 就 F就に句
ナての手1隠や心橋えについて具体的に説明
しました。この夏休みを充実させたいとい

う保護者の方の真疾Jな気持ちが伝わ つてき
ました。

7月 3日 (土)

政4■ 3「が  ち rつ とこt―」で,~七

す奮,|て  三 ニコンサー トを開■しまし,

「「=コ ーi'|タベ′しの温豪や合もて =

すの子とうや高章誉●力=― ,「 ■ここ言

iを ■しユ=t!itま た 子 と=Fこ
~し

やんけFiナ、ま て 】■■いましL=

なごなた言子が lL元 の中学生と台司槽市

会を行しヽました t毎迫よ畦日の実施予定).

インター■イ 全 国■字生大会を空え 繁

迫 t,F雰日気の中で 演 技 討 合格古に励

みました、お亘いを成長させるよいlFt会と

なったようです。

舛|1芸能同好会が  1琴 平老人の家_を

訪仙し ~こ んぴら船々J等 のF高りfr披
言

しました。また う ちわを使つて一催に距

つたり、 「むすんでひらいてJ等 の曲に合

わせて手遊びをしたりして 楽 しいひと崎

を旧こしまt,たこ

吹本共部び 琴 平P地 域稿祉ステーン∃

ンて 今 年度 6同 目の 「朝の音楽会Jを 開

だしました。力見知りになつた高齢者の方

と 遠 奈に合わせての合[昌や手遊びで ―

格に実しい時間を過こしました。

４

租

典

き

4月 13日(火)

剣道部か 地 元の中学生と今年度初めて

の合同稿古会をイ可いました (毎月第2火 陣

日の軍帝予定).自 分の父J道を確認すると

去に 景!通を志す者としての九華 後 輩の

関係か築 ナました。

6月 9国 (水)

サッカー部か  「 こんび5子 ども塾Jに

参カロし 榎 井小学校で サ ッカー致室を開

借しました。小学生約40名 と クラウン ド

を走り回つたり、リッカーボール在追いか

け合つたりして 政 課後の ]士間を楽しく

過こしました。

7月 フ日(水)

フ月]4国 (水)

フ月 ]4国 (水)

フ月20口 (火)

ミ '
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割滴動 ウ寧も響自勢が大猶田

鶴
剣
道
部

県
総
体

・
男
子
同
体

四
回
大
会

，
男
子
団
体

鶴
弓
道
部

県
総
体女

ｒ
団
体

・
女
子
個
人

四
国
大
会

・
女
十
個
人

２
位

出
場

ベ
ス
ト
８

５
位

（新
庄
）

出
場

（新
庄
）

韻
な
ざ
な
た
部

県
総
体

・
団
体
　
優
勝

・
個
人
　
優
勝

２
位

３
位

・
演
技
　
優
勝

２
位

３
位

蕊
野
球
部

１
回
戦

２
回
戦

８
回
戦

5月 下旬から6月 フ国まで県総合体育大会が行われました。なぎなた部が28年 連続35度 国の団体優勝を果た
した他、個人試合や演技でも上位を独占しました。また、山岳部男子が優勝を果たし (3年 8 りヽ5回 目の優勝)、
なぎなた部と共にインター八イヘの出場を決めました。また、四国大会へは、貸J道部、弓道部、なざなた部、山
岳部が出場することとなり、今年も琴高勢が大活躍 しました。

代
'お|

i

籠
卓
球
部

県
総
体

・
女
ｒ
団
体
　
ベ
ス
ト
８

鶴
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

県
総
体女

′ｒ
同
体
　
ベ
ス
ト
８

鶴
山
岳
部

県
総
体

・
男
子
　
優
勝

四
国
大
会

男
子
　
２
位

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

・
男
子
　
出
場

８
八
ン
ド
ボ
ー
ル
部

県
総
体

・
男
子
　
ベ
ス
ト
８

０
陸
上
競
技
部

県
総
体

・
女
子
　
円
格
投
　
７
位

（神
田
）

くばまａ田ロ

（白
川
）

（中

―――
）

（演
崎
、

秋

１１１
）

（秋

十‐‐

，
大
岡
）

（森
本

・
渡
崎
）

（新
居
　
白
川
、

藤
井

。
中
山
）

四
回
大
会

・
凹
体
　
３
位

個
人
　
ベ
ス
ト
８

（中
山
、

秋
山
）

・
演
技
　
に
勝

（秋
山

‘
大
岡
）

３
位

（新
ド

・
白
川
、

森
木
　
済
崎
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

団
体
　
ベ
ス
ト
ー６

・
個
人
　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

（中

―――
）

演
技
　
・ｏ
位

（森
本

・
漬
崎
）

ベ
ス
ト
‐６

（秋
山

‘
大
岡
）

琴
平
５
１
２
観

一

琴
平
１０
１
１
小
亨
島

（７
同
コ
ー
ル
ド
）

琴
平
０
１
３
高
松
商

●
写
真
部

第
３４
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭

・
写
真
部
門
出
品（香

川
）

森
の

ゃ
聞
き
書
き
甲
子
園

“
　

出
場

（後
藤
）

一
ご

案

内

琴
一］星
示
（
一
般
公
開
）

・
期
日
　
９
月
５
Ｈ

（日
）

９
時
３０
分
～
１４
時

・
テ
ー

マ
「燃
え
上
が
れ
＝
琴
高
祭
」

～
ビ
バ
☆
青
春
～

・
内
容
　
ク
ラ
ス
展
示
　
バ
ザ
ー

文
化
部
の
展
ホ

・
コ
ン
サ
ー
ト
竿

リ
ズ
ム
な
ぎ
な
た
の
演
技
、

弓
道
近
的

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

＊
各
ク
ラ
ス
、

部
活
動
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
展
示

・
実
漬
　
バ
ザ
ー
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

琴
高
ウ
イ
ー
ク

（
一
般
公
開
）

・
期
間
　
１２
月

（予
定
）

内
容
　
典
種
武
道
大
会

（剣
道
い
な
ぎ
な
た
）

邪
ｔ
去
能
同
行
会
公
減

吹
奏
楽
部
演
奏
会

書
道
部
展
示

夫
術
部
展
示

写
真
部
展
示

＊
琴
高
の
特
色
あ
る
部
活
動
に
よ
る
武
道
大
会
、

展

不
、

公
演
等
を
行
い
ま
す
。

第
３
回
琴
平
高
校
芸
術
察

・
期
間
　
平
成
２３
年

１
月
３
日

（月
）
～
２
月
１
日

（火
）

・
会
場

　

「Ａ
Ｃ
Ｔ
こ
と
ひ
ら
」

・
内
容
　
お
茶
席

（１
月
８
日
）

書
道
、

絵
画
、

写
真
、

家
庭
科
作
品
、

■
け
花
の
展
示
、

吹
奏
楽

コ
ン
サ
ー
ト

「地
域
で
学
ぶ
琴
高
生
」

詳
し
い
日
程
等
は
開
催
間
近
に
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
展
ホ

香川県立喜平高等学校
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